
１１月２９日（水）、鹿島台管内下流維持工事を請け負う(株)佐藤工務店が自走式伐採
混合機を使用した樹木伐採の試験施工を行いました。
自走式伐採混合機とは、樹木を押し倒しながら破砕（チップ化）し、破砕した木くずと
土砂を攪拌する機械です。
この機械の導入により、年々上昇している労務費や燃料・資機材費のコスト縮減、施工
管理や現場作業の簡素化・効率化等が期待されています。
国内にはまだ２台しかなく、実稼働しているのはこの１台のみです。
試験施工には官公庁のほか民間企業や河川愛護団体など各方面から３０名程が参加し、
実際に樹木を伐採・攪拌する様子を見学した後、質問や意見を交わしました。
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試験実施：(株)佐藤工務店
参加機関：北上川下流河川事務所、北上川ダム統合管理事務所、仙台河川国道事務所、
鳴瀬川総合開発工事事務所、鳴瀬ダム工事事務所、山形河川国道事務所、日本工営(株)、
(株)東建工営、りゅうちるネットワーク

鹿島台出張所は、鳴瀬川・吉田川の河川管をしています。
ここでは出張所管内の様々な活動をお知らせします。

小雨の中たくさんの
見学者が集まりました

佐藤工務店から
機械について説明 見学者からは質問も

樹木を押し倒して破砕、木くずと土砂を攪拌



１２月５日（火）、工事の受発注者が工事現場等が適正に管理されているかどうか点検する安全パトロールを行いました。
今年度５回目となる今回は、美里町練牛地区の堤防工事を請け負う(株)只野組と(株)村田工務所の現場や現場事務所を対象に行われました。
現場での滑落・転落災害防止のため足下の点検、重機等の事故防止の徹底に加え、冬道での交通災害防止を徹底することなどを受発注者間・
労働基準監督署で共有し、意見やアドバイス等を取り交わしました。
どちらの現場も災害防止のための取り組みを徹底していて、安全に工事を施工する体制が整えられていました。

工事現場等の安全パトロールを行いました

〒 989-4102
宮城県大崎市鹿島台木間塚字小谷地 496-1
Tel : 0229-56-2617  /  Fax : 0229-56-6153
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北上川下流河川事務所ホームページはこちら

https://www.thr.mlit.go.jp/karyuu/

事務所公式SNSも
ご覧ください

油の流出事故にご注意ください！

暖房器具用など灯油を使用する機会が多い冬場は、家庭や事業所のホームタンク
から灯油が漏れ出し、河川や水路に流出する水質事故が多発しています。
その原因の多くがタンクの老朽化やバルブ栓の閉め忘れ、タンクから小分けする
際にその場を離れたりなどの不注意によるものです。
油が流出してしまうと、農作物や飲み水、生態系にも悪影響を及ぼす危険がある
ほか、油の回収・処理にかかった費用は流出させてしまった方の負担になります。
灯油など油類の取り扱いには十分注意し、配管やタンク等のこまめな安全点検を
お願いします。

①その場を離れない、目を離さない ②定期点検を怠らない

③落雪等によるタンク転倒、除雪時に注意 ④配管の場所に目印を

油流出を防ぐための心がけ


